
卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 

青森大学（以下「本学」という。）は、「地域とともに生きる大学」かつ「学生中心の大学」

として、学則第１条に定める本学の目的の「有能にして良識ある人材を育成し、文化の発展

並びに人類の福祉に貢献するとともに、地域社会の向上に資すること」を目指す教育を行い、

所定の期間在学し、本学の各学位プログラムの課程を修め、専門的知識・技能を身に付け、

かつ、「未来を拓く実践力」を培うための基盤的・総合的能力である「生涯をかけて学び続

ける力」、「人とつながる力」及び「自分自身を見据え、確かめる力」の３つの力（以下「３

つの力」という。）を備えた人物に学位を授与する。学位授与の可否の判定は、次に示す４

つの観点を基に行う。 

 

1. 生涯をかけて学び続ける力 

社会の発展や自身の成⾧に応じて、広い関心と知的好奇心を持って、新たな価値創造や学習

経験等の必要性に気づき、専門分野に限定せずに広い視野で、他者と協働しながら自らの学

修を主体的・継続的に進めることができる。 

 

2. 人とつながる力 

将来の地域社会を担う主体となることの自覚を持って、自分の考えを効果的に表現すると

ともに、他者に共感し、敬意を払って対話でき、社会の人々と新たな信頼関係を築きながら、

協働することができる。 

 

3. 自分自身を見据え、確かめる力 

将来を展望しつつ、自らの学修活動を計画し、その実践を多面的に振り返り、社会において

自ら果たすべき責任を自覚し、自身の能力・資質の成⾧を確認するとともに、新たな課題を

発見し、改善策を見出す活動ができる。 

 

4. 専門的知識・技能を活用する力 

各学位プログラムの基礎と応用に関する知識・技能を修得し、それらを活用して、課題解決

等の実践的活動を計画し、倫理的規範を守って行動することができる。 

 


